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研究分野：複合新領域 
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１．研究計画の概要 

東アジアに由来するエアロゾルの長距離
輸送の途上における化学変化のプロセスと、
輸送後のエアロゾルが植物や人間の健康に
及ぼす影響の解明は喫緊の課題である。本研
究では、全体課題の主目的である東アジアに
由来するエアロゾルの健康や植物への影響
の解明のため、東アジアに由来して、我が国
に輸送されるエアロゾルの化学成分を網羅
的に調べ、我が国にどのようなエアロゾルが
どのような気象条件のときにどのくらい飛
来するのかを、アジア大陸と我が国の間の海
洋上空で捉え、分析し、基礎データとして植
物影響研究班や健康影響研究班の研究グル
ープに提供しようとするものである。輸送途
上の化学変化のプロセス解明も重要な研究
ターゲットである。 

 

２．研究の進捗状況 

平成 21、22、22 年度に各 1 回の航空機観
測を、大陸から汚染の輸送が起こりやすい秋、
冬、春の 3 季節をカバーできる形で行うこと
にし、これまで平成 21 年 10 月(秋）、22 年
12 月(冬）の観測を行った。24 年 3 月(春）の
観測を行う予定である。 

平成 21年 10月に長崎県福江島をベースと
して東シナ海上空の航空機観測を実施した。
使用した測定機器類はオゾン計、SO2 計、ハ
イボリューム･テープ・サンプラー、パーテ
ィクル･マスモニタ、パーティクル･カウンタ、
バイオエアロゾルサンプラー、カスケード･
インパクタ、NOy 計、CO 計である。観測飛
行は 10 月 14 日、15 日、17 日に行った。14

日は海からの影響を受けて Na+、Cl-の割合
が大きくなり、15 日は純粋な汚染気塊が朝鮮

半島から南下してきたため SO42-、NH4+の割
合が大きくなったと考えられる。これに対し
て、17 日は 10 月には珍しく黄砂が飛来し、
その影響で Ca2+濃度が高くなったと考えら
れる。 

平成 22年 12月には福江島をベースにやは
り東シナ海上空を観測飛行した。22 年の観測
では上記の測定器の他、温暖化にも影響の大
きい黒色炭素の測定器を加えた。観測飛行は
12 月 11、12、14 日に行った。11 日には前年
度の 10 月観測時に続き、黄砂の飛来が観測
され、その影響で金属成分としては Al, Fe な
ど地殻成分が増加したが、人為起源物質の濃
度も高かった。また。11 日の下層飛行時には
イオンバランスが正イオン側に大きくふれ
ており、Ca2+濃度も同様に高くなっていて、
黄砂の飛来を明確に示していた。また SO42-、
NH4+濃度も他の日に比べ高くなっており、黄
砂の巨大な気塊により汚染気塊も同時に押
し出されてきたことがモデルからも明らか
となった。12 日はイオン成分濃度は上空、低
空ともに低かった。14 日は上空では金属成分
の濃度が低いが低空では高くなった。イオン
成分についても同様であった。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

航空機観測は天候任せのところが多分にあ
り、典型的なパターンを捉えることができな
い場合も多いが、本研究では黄砂の飛来や、
人為汚染性の気塊、海塩を主に含む気塊、と、
短い観測期間でありながら、バラエティーに
富む典型的な長距離輸送気塊を捉えること
ができ、季節的な変化についても十分な解析
ができるデータがそろいつつある。予想以上
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の成果である。 

 

４．今後の研究の推進方策 
23 年度の 3 回目の観測を行い、過去の 2 回
の観測と併せて 24 年度に解析とまとめを行
う。特にエアロゾルのキャラクタリゼーショ
ンについて研究分担者および連携研究者と
緊密な連携を保って研究を進める。研究上の
役割分担は、(1)航空機観測の企画・準備・
実行および気流解析などは研究代表者、(2)
観測の実施は代表・分担・連携各研究者と研
究協力者が、(3)エアロゾルサンプルの化学
分析については、イオン成分分析：研究分担
者１（琉球大）、金属成分分析：研究分担者
２（農工大）、電子顕微鏡による形態分析:連
携研究者（熊本県立大）がそれぞれ行う。ま
た、黒色炭素の測定のため、A01 研究項目の
研究者と共同研究する。 
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